
○当ファンドは、投資信託約款において
「運用報告書（全体版）」に記載すべき
事項を、電磁的方法によりご提供する旨
を定めております。右記弊社ホームペー
ジの「ファンド情報」、「ファンドの各
種資料等」から、当ファンドの「運用報
告書（全体版）」を閲覧およびダウン
ロードすることができます。
○「運用報告書（全体版）」は、受益者の
方からのご請求により交付されます。交
付をご請求される方は、販売会社までお
問い合わせください。

アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社
東京都港区白金1-17-3　ＮＢＦプラチナタワー14階

http://www.axa-im.co.jp/

《当運用報告書の記載内容に関する問い合わせ先》
電話番号：03-5447-3160
受付時間：9：00～17：00(土日祭日を除く)

アクサ世界株式ファンド

追加型投信／内外／株式

交付運用報告書
第４期（決算日　2023年10月16日）

作成対象期間（2023年４月18日～2023年10月16日）

第４期末（2023年10月16日）

基 準 価 額 10,089円

純 資 産 総 額 33百万円

第４期
（2023年４月18日～2023年10月16日）

騰 落 率 6.9％

分 配 金 合 計 0円

（注）騰落率は収益分配金（税込み）を分配時に再投
資したものとみなして計算したものです。

■受益者のみなさまへ
　平素は格別のお引き立てにあずかり厚く御礼申し上
げます。
　さて、「アクサ世界株式ファンド」は、このたび第
４期の決算を行いました。
　当ファンドは、投資対象とする投資信託証券への投
資を通じて、日本を含む世界の株式に投資することに
より信託財産の成長を目指します。当期につきまして
もそれに沿った運用を行いました。ここに、運用状況
をご報告申し上げます。
　引き続き一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し
上げます。
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運用経過
■基準価額等の推移について� （2023年４月18日～2023年10月16日）

■基準価額の主な変動要因
　当期は、主として保有している株式の株価が上昇したことがプラスに寄与して、基準価額は上昇しま
した。くわしくは「投資環境について」および「ポートフォリオについて」をご参照ください。
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期　末：10,089円（既払分配金（税込み）：０円）
騰落率：　　6.9％（分配金再投資ベース）
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■１万口当たりの費用明細� （2023年４月18日～2023年10月16日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 43円 0.421％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
※期中の平均基準価額は10,132円です。

（投 信 会 社） （33） （0.328） 投信会社分は、委託した資金の運用の対価
（販 売 会 社） （ 8） （0.082） 販売会社分は、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受 託 会 社） （ 1） （0.011） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

そ の 他 費 用 5 0.050 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監 査 費 用） （ 5） （0.050） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他） （ 0） （0.000） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合 計 48 0.471
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れている「アクサ　ローゼンバーグ・日本円マ
ネー・プール・マザー・ファンド」が支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
（注４）各項目の費用は、ファンドが組み入れている「アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）」が支

払った費用を含みません。
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（参考情報）
○総経費率

※当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.12％です。

経費率（①＋②） 1.12％
①このファンドの費用の比率 0.94％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.18％

（注１）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている「アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）」

です。
（注５）①の費用は、「アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド」が支払った費用を含み、「アクサ・ワールド・

ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）」が支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
（注８）「アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）」には運用管理費用以外の費用がある場合があります

が、上記には含まれておりません。

経費率
（投資先ファンドの
運用管理費用以外
の費用を除く）
1.12％

このファンド
0.94％

投資先ファンド
0.18％

運用管理費用
（投信会社）
0.66％

運用管理費用
（販売会社）
0.16％

運用管理費用
（受託会社）
0.02％

その他費用
0.10％

運用管理費用
0.18％

CC_23043585_02_ostAXA_世界株式F_交運_運用経過.indd   3 2023/12/20   16:07:48



4

■最近５年間の基準価額等の推移について� （2018年10月16日～2023年10月16日）

決算日 2021年10月29日
設定日

2022年10月17日
決算日

2023年10月16日
決算日

基準価額 （円） 10,000 9,040 10,089
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － △9.6 11.6
純資産総額 （百万円） 5 21 33

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります
ので、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）当ファンドの運用方針に対応する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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■投資環境について
　当期のグローバル株式市場は上昇しました。米国の地方銀行危機、債務上限の交渉、景気後退懸念、
中国の景気回復のもたつき、そして欧州・英国で根強く続く高インフレを乗り越えて、堅調に推移しま
した。
　６月および７月には、欧米で景気後退懸念が後退するなど、良好な経済指標を背景に世界の株価は上
昇しました。一方で、世界第２位の経済大国である中国では、低迷する景気回復をてこ入れするために、
さらなる景気刺激策を実施することを政府高官が確約しました。主要先進国での好調な決算発表、イン
フレ率の低下、中央銀行の発表が、いずれも信頼感の上昇につながりました。特に米国はソフトラン
ディングに向かっているとの見方が強まっています。人工知能（ＡＩ）の急成長の影響を受けた企業に
関する良好な動向を受け、情報技術（ＩＴ）セクターが上昇しました。
　市場参加者の間では、８月までに中国経済の回復に対する懸念が強まりました。米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）が抑制的な金融政策を長期的に実施するとの見方から、懸念はさらに加速しました。９月
にはＦＲＢの政策当局者とイングランド銀行はともに金利を据え置きました。ただし、英国のインフレ
率が再び急低下したのに対し、米国ではインフレ率が引き続き小幅上昇しているため、ＦＲＢはタカ派
的な姿勢を維持しました。欧州でも、政策当局が借り入れ金利を過去最高の４％に引き上げ、金利上昇
局面はピークを迎えつつあります。
　10月の前半の２週間は、金融政策への期待と米国債利回りの上昇を受け、株式市場の見通しは悪化
しました。好調な経済を背景にＦＲＢが高金利維持を長期化するとみられることから、主要指標である
10年物国債利回りは一時、2007年以来初めて５％の節目を突破しました。

■当該投資信託のポートフォリオについて
〇当ファンド
　当期を通じて、主要投資対象ファンドである外国投資信託証券「アクサ・ワールド・ファンド・エ
ヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）」を高位に、国内籍投資信託「アクサ　ローゼンバー
グ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド」を低位に組入れた運用を行ないました。各投資対象
ファンドにおける運用経過は以下のとおりです。

〇アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）
　当ファンドの当期のパフォーマンスは、ＭＳＣＩオール・カントリー・ワールド指数に代表されるグ
ローバル株式市場全体のパフォーマンスを下回りました。
　当ファンドが重点を置いているのは、「高齢化とライフスタイル」、「コネクテッド・コンシュー
マー」、「自動化」、「クリーンテック」、「移行する社会」という５つの長期的な成長テーマです。
いずれも当社が高い確信度を維持しているテーマであり、投資家に魅力的な長期的な資本増加をもたら
すと見られます。
　当期間中、最も大きくパフォーマンスにプラス寄与したのは、「コネクテッド・コンシューマー」分
野でした。一方で、マイナスに寄与したのは、「クリーンテック」分野でした。
　「コネクテッド・コンシューマー」分野では、米国の大手インターネット関連企業ALPHABET、情報
技術サービスを提供するグローバル企業SERVICENOW、オンライン販売会社AMAZON.COMが最も大き
く寄与しました。ＩＴセクターでは、長期的なＡＩの可能性への期待感から、当ファンドが保有する幅
広いＩＴ銘柄が押し上げられました。SERVICENOWは６月に投資家向けプレゼンテーションを開催し、
好評を博しました。同社は、今後の成長の原動力、新製品、そして生成ＡＩ分野におけるビジネスチャ
ンスについて強調しました。SALESFORCEは５月末に開催された2023年１－３月期決算報告で、好調
な売上高の伸びと利益率の改善を発表しました。同社は６月に開催されたAI Dayで、生成ＡＩを活用し
た製品を強化することを明らかにしました。
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　「自動化」分野では、台湾の世界有数の半導体製造ファウンドリーＴＳＭＣと日本のＦＡ（ファクト
リー・オートメーション）用センサメーカーKEYENCEが好調に推移しました。KEYENCEは、工場自動
化装置の需要増加から恩恵を受けており、今後、長期的な増収増益を実現することが期待できます。Ｔ
ＳＭＣは、世界的な主要ファウンドリーとして、今後のＡＩ半導体需要に有利な立場にあります。
　「高齢化とライフスタイル」分野では、デンマークの製薬企業NOVO NORDISK、米国の医療機器
メーカーBOSTON SCIENTIFIC、靴のデザイナーおよび販売業者のDECKERS OUTDOORが最も大幅に寄
与しました。NOVO NORDISKは好調な４－６月期決算報告を発表し、通年の業績予想を引き上げまし
た。NOVO NORDISKの主力であるＧＬＰ－１医薬品の売上は予想を上回りました。糖尿病と肥満に対
する有効性は実証済みであり、アルツハイマー病や肝臓病などの分野にも広がる可能性があるため、治
療薬「セマグルチド」の成功を基盤にし て 同 社はさらに発展することができます。BOSTON 
SCIENTIFICは、心房細動治療用のパルスフィールドアブレーション装置「Farapulse」に関する良好な
臨床データを発表しました。臨床試験の結果、Farapulseは従来の熱焼灼術よりも有意な安全上のメ
リットをもたらすことが示されました。DECKERS OUTDOORは、10月末、好調な売上を発表しました。
ＵＧＧの新デザインの需要とＨＯＫＡの継続的なブランドの勢いが成長を牽引しました。
　「クリーンテック」分野では、米国の栄養成分開発メーカーDARLING INGREDIENTS、エネルギー効
率化ソリューションのプロバイダーAMERESCO、アイルランドの食品原料メーカーKERRY GROUP、が
パフォーマンスを大幅に押し下げました。持続可能な燃料を生産するDARLING INGREDIENTSは、４－
６月期の業績予想は未達となったものの、通年の業績見通しを維持しました。

〇アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド
　高格付サムライ債をポートフォリオの15％程度、高格付国内事業債を40％程度保有することにより
ベンチマークを上回る運用リターンを目指すと同時に、国債、地方債、機構債を30％以上保有するこ
とにより流動性を確保しております。平均残存年限は９か月、加重平均格付けはＡフラットとなってお
ります。

■ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の基本方針または目標基準となるベンチマークを設けておりません。

■分配金について
　当期は、基準価額の水準等を勘案し、収益の分配を見送らせていただきました。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）
第４期

2023年４月18日～2023年10月16日
当期分配金 －

（対基準価額比率） －％
当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 503
（注１）「当期の収益」は「費用控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期

の収益以外」は「分配準備設立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。
（注２）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注３）「当期の収益」および「当期の収益以外」の算出に当たっては、１万口当たりで小数点以下を切捨てて表示していることから、合計した

額が「当期分配金」と一致しない場合があります。
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■今後の運用方針について
〇当ファンド
　引き続き、主要投資対象ファンドである外国投資信託証券「アクサ・ワールド・ファンド・エヴォル
ヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）」を高位に、国内籍投資信託「アクサ　ローゼンバーグ・日本
円マネー・プール・マザー・ファンド」を低位に組入れた運用を行なう方針です。各投資対象ファンド
における今後の運用方針は以下のとおりです。

〇アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）
　中東で地政学的な緊張が高まる中、投資家のセンチメントは短期的に圧迫される見通しです。明るい
面としては、インフレ圧力が世界的に緩和し続けており、中央銀行がそれぞれの金融引き締めサイクル
を近く終了する可能性が高まっています。当社は、米国では景気回復傾向が続いていると認識していま
すが、今後も引き続き景気減速の兆候を注視していきます。当社は、現在の不確実な状況を踏まえ、ク
オリティとフリーキャッシュフロー創出に重点を置き、ポートフォリオ内のバランスを維持しています。
　「進化する経済（Evolving_Economy）」を支えている長期的なトレンドは確実に維持されており、
こうした環境で業績成長を実現できる企業がリターンを生むことになるでしょう。
　産業用ロボティクス企業の堅調な生産と好調な受注状況は「自動化」分野の見通しの明るさを強調し
ており、サプライチェーンで続いている混乱によって自動化ソリューションを求める声は一段と高まっ
ています。「コネクテッド・コンシューマー」分野の企業は、パンデミック以降、デジタル技術の採用
が加速したことで恩恵を受けており、経済がデジタルトランスフォーメーションを着実に進める中で、
この傾向は今後も続くと予想されます。排出量を大幅に削減するための世界各国によるさらなるコミッ
トメントは、最近のエネルギー価格の変動と相まって、クリーンエネルギー、電力貯蔵および高エネル
ギー効率ソリューションの必要性を際立たせており、「クリーンテック」分野の企業にとって強力な追
い風となっています。
　人口統計学的観点では、世界人口の高齢化は、消費パターンの長期的な変化の恩恵を受ける立場にあ
る「高齢化とライフスタイル」分野の企業に事業機会を生み出し続けています。中国では規制圧力と長
期化した新型コロナウイルスによるロックダウンが市場のセンチメントを圧迫しましたが、増大する富
と金融包摂、都市化や医療へのアクセスなどのトレンドは、「移行する社会」分野をより広範に後押し
しています。
　当社は、長期的な追い風の恩恵を受ける市場において、持続可能な競争優位性を有する事業を運営す
る質の高い経営チームが、進化する経済を乗り切っていく上で最適な立場にあるという見解を保持して
います。金利上昇見通しはデュレーションの長い資産を圧迫しますが、堅実に現金を創出する企業を選
好し、バリュエーションを重視する姿勢が下支えとなるはずです。したがって、本戦略は世界中で確認
されている長期的な変化から恩恵を受ける好位置についていると言えます。

〇アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド
　現在の資産構成比率を基本的に維持し、運用利回りと流動性の両立を目指します。ファンドの平均残
存年限については、日本銀行の政策変更の可能性について注視しながら柔軟に対応していく予定です。
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当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式
信 託 期 間 無期限とします。

運 用 方 針
主として国内外の投資信託証券（以下「投資対象ファンド」ということがあります。）への投資を通
じて、世界の上場株式にアクティブに投資することで、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行
います。

主 要 運 用 対 象

当 フ ァ ン ド 以下の投資信託証券を主要投資対象とします。

投資対象ファンド

アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラ
ス）
日本を含む世界各国の株式を主要投資対象とします。
アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド
円建ての公社債を主要投資対象とします。

運 用 方 法

当 フ ァ ン ド
主として国内外の投資対象ファンドへの投資を通じて、世界の上場株式にア
クティブに投資することで、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行い
ます。

投資対象ファンド

アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラ
ス）
●主として、世界の上場株式に投資することで、信託財産の成長を目指して

運用を行います。
●市場動向によっては、非上場株式および債券等に投資を行う場合がありま

す。
アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド
●本邦通貨表示の公社債等に投資を行い、利息等収入の確保を目指して運用

を行います。
●日本円無担保コールオーバーナイト物レートにより日々運用したときに得

られる投資収益を指数化したものをベンチマークとし、これを中・長期的
に上回る運用成果を目指します。

組 入 制 限
１投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。
２株式への直接投資は、行いません。
３外貨建資産への直接投資は、原則として行いません。

分 配 方 針

毎決算時に原則として以下の方針に基づき分配を行います。
①分配対象額の範囲は繰越分を含めた利子、配当等収益と売買益（繰越欠損補填後、評価損益を含

む）等の金額とします。
②分配金額は委託会社が基準価額水準、市況動向などを勘案して決定します。基準価額水準、市況動

向等によっては分配を行わないこともあります。将来の分配金の支払いおよびその金額について保
証するものではありません。

③留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。
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（参考情報）
代表的な資産クラスとの騰落率の比較（2018年10月～2023年９月）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 15.4 42.1 59.0 61.2 5.1 7.6 19.1
平均値 1.9 6.8 14.4 6.3 △0.5 3.4 4.4
最小値 △14.6 △16.0 △12.9 △20.7 △5.3 △5.4 △9.4

＊上記のグラフは、2018年10月から2023年９月の５年間の各月末における１年騰落率の平均・最
大・最小を、代表的な資産クラスについて表示したものです。
＊上記の騰落率は2023年９月末から60ヶ月遡った算出結果であり、ファンドの決算日に対応した数値
とは異なります。
＊当ファンドは2022年10月から2023年９月の各月末における１年騰落率の平均・最大・最小を表示
したものです。

○各資産クラスの指数
日本株・・・・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
先進国株・・・ＭＳＣＩコクサイ指数（税引後配当込み、円建て）
新興国株・・・Ｓ＆Ｐ新興国総合指数（税引後配当込み、円換算）
日本国債・・・ブルームバーグ日本総合指数
先進国債・・・ブルームバーグ・グローバル国債（日本を除く）トータル・リターン指数（円建て）
新興国債・・・ＪＰモルガンＥＭＢＩグローバル・ディバーシファイド指数（円換算）

（海外の指数は、為替ヘッジをしない投資を想定して、円で表示しています。ドルベースの指数については、委託会社が円換算しております。）
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ファンドデータ
■当ファンドの組入資産の内容
組入ファンド等� （組入銘柄数：２銘柄）

フ ァ ン ド 名
第４期末

2023年10月16日
アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス） 99.3％
アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド 0.0
その他 0.7

（注１）比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注３）現金等はその他として表示しています。なお、その他は未払金等の発生によりマイナスになることがあります。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。

■純資産等

項 目
第 ４ 期 末

2023年10月16日
純 資 産 総 額 33,542,446円
受 益 権 総 口 数 33,245,853口
１ 万 口 当 た り 基 準 価 額 10,089円

※当期における追加設定元本額は5,477,405円、解約元本額は3,418,996円です。

投資対象ファンド
99.3％

親投資信託受益証券
0.0％

その他
0.7％

◆資産別配分

日本円
99.3％

その他
0.7％

◆通貨別配分

ルクセンブルグ
99.3％

日本
0.0％

その他
0.7％

◆国別配分
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【１万口当たりの費用明細】

　１万口当たりの費用明細の取得が困難なため、表示しており
ません。

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

2022/12/31
（期首）

2023/2/28 2023/4/30 2023/6/30
（期末）

（円） （2022/12/31～2023/６/30）

基準価額（左軸）

【基準価額の推移】

【組入上位10銘柄】� （2023年６月30日現在）

（組入銘柄数：57銘柄）
銘柄名 通貨 比率

１ Alphabet Inc. 米ドル 4.39％
２ Microsoft Corporation 米ドル 3.40％
３ UnitedHealth Group Incorporated 米ドル 2.92％
４ Apple Inc. 米ドル 2.78％
５ Amazon.com, Inc. 米ドル 2.65％
６ TE Connectivity Ltd. 米ドル 2.57％
７ Visa Inc. 米ドル 2.39％
８ Fiserv, Inc. 米ドル 2.34％
９ National Grid plc 英ポンド 2.24％
10 Boston Scientific Corporation 米ドル 2.24％

（注１）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注２）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。

外国株式
91.08％

国内株式
4.38％

現金
4.54％

【資産別配分】

アメリカ
65.69％

イギリス
6.07％

ドイツ
4.65％

その他
4.54％

日本
4.38％

インド
2.81％

台湾 1.97％
アイルランド 1.94％
香港 1.86％
デンマーク 1.52％ スペイン 1.47％ フランス 1.31％

スイス 1.08％
オランダ 0.70％

【国別配分】

米ドル
65.69％

ユーロ
10.07％

英ポンド
6.07％

その他
4.54％

日本円
4.38％

インドネシアルピー
2.81％

台湾ドル 1.97％
香港ドル 1.86％ デンマーククローネ 1.52％

スイスフラン 1.08％

【通貨別配分】

■組入上位ファンドの概要
アクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ（Ｍシェアクラス）
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【１万口当たりの費用明細】
（2022年３月11日～2023年３月10日）

金額 比率
そ の 他 費 用 0円 0.000％

（そ の 他） （0） （0.000）
合計 0 0.000

期中の平均基準価額は、10,403円です。
（注１）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均

基準価額で除して100を乗じたものです。

（円）

10,390

10,395

10,400

10,405

10,410

10,415

2022/3/10
（期首）

2023/3/10
（期末）

基準価額（左軸）

（2022/３/11～2023/３/10）

【基準価額の推移】

【組入上位10銘柄】� （2023年３月10日現在）

（組入銘柄数：15銘柄）
銘柄名 通貨 比率

１ 439 2年国債 日本・円 12.4％
２ 29東日本旅客鉄道 日本・円 7.1％
３ 13 シテイグループ・インク 日本・円 7.1％
４ 6 ロイズ・バンキングG 日本・円 7.1％
５ 425 2年国債 日本・円 7.1％
６ 12 ウエストパツクBK 日本・円 7.1％
７ 102 道路機構 日本・円 7.1％
８ 2 エイチエスビーシーHD 日本・円 7.1％
９ 26フランス相互信用BK 日本・円 7.1％
10 1 新韓銀行 日本・円 7.1％

（注１）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注２）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。

国内債券
99.1％

その他
0.9％

【資産別配分】

日本
99.1％

その他
0.9％

【国別配分】

日本円
99.1％

その他
0.9％

【通貨別配分】

アクサ　ローゼンバーグ・日本円マネー・プール・マザー・ファンド
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●指数に関して
○「代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について
・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能

性を有するマーケット・ベンチマークで、同指数に関する知的財産権その他一切の権利は株式会社Ｊ
ＰＸ総研又はＪＰＸ総研のグループ会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）が所有しています。ＪＰＸ
は、同指数の指数値およびそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。
ＪＰＸは同指数の算出もしくは公表方法の変更、同指数の算出もしくは公表の停止または同指数の商
標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。

・ＭＳＣＩコクサイ・インデックスは、ＭＳＣＩ Ｉｎｃ．が開発した指数で、ＭＳＣＩ Ｉｎｃ．の知
的財産であり、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Ｉｎｃ．に帰属し
ます。ＭＳＣＩでは、掛かるデータに基づく投資による損失に一切責任は負いません。

・Ｓ＆Ｐ新興国総合指数（税引き後配当込み）：Ｓ＆Ｐ新興国総合指数（税引後配当込み）は、Ｓ＆Ｐ 
ダウ・ジョーンズ・インデックスが公表している株価指数で、世界の新興国で構成されています。同
指数に対する著作権およびその他知的財産権はすべてＳ＆Ｐ ダウ・ジョーンズ・インデックスに帰
属します。

・ブルームバーグ日本総合指数は、Bloomberg社が公表している指数で、日本の債券で構成される債券
指数です。

・ブルームバーグ・グローバル国債（日本を除く）トータル・リターン指数は、Bloomberg社が公表し
ている指数で、日本を除く世界主要国の国債で構成される債券指数です。「Bloomberg®」およびブ
ルームバーグ日本総合指数とブルームバーグ・グローバル国債（日本を除く）トータル・リターン指
数は、Bloomberg Finance L.P.および、同インデックスの管理者であるBloomberg Index Services 
Limited（以下「ＢＩＳＬ」）をはじめとする関連会社（以下、総称して「ブルームバーグ」）の
サービスマークであり、アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社（以下、当社）による
特定の目的での使用のために使用許諾されています。ブルームバーグは当社とは提携しておらず、ま
た、アクサ世界株式ファンド（以下、当ファンド）を承認、支持、レビュー、推奨するものではあり
ません。ブルームバーグは、当ファンドに関連するいかなるデータもしくは情報の適時性、正確性、
または完全性についても保証しません。

・ＪＰモルガンＥＭＢＩグローバル・ディバーシファイド指数は、J.P.Morgan Securities LLCが算出し
公表している指数で、新興国の債券で構成される指数です。同指数の著作権およびその他知的財産権
はすべてはJ.P.Morgan Securities LLCに帰属します。

　上記指数の円換算ベースは当社が独自に算出したものを採用しています。
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